
 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

１．国際収支と経常収支、貿易収支  

国際収支とは、日本と諸外国との間で行われる全ての経済取引の収支。 

国際収支の中心は経常収支で、経常収支の大半は貿易収支で占められる。 

 

≪  国際収支  （①  +  ②  +  ③）  の主な内訳  ≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貿易収支  自動車や工業製品、化石燃料など、モノ （有形財） の輸出入に関する収支

サービス
収支

 他国への物品輸送費や観光旅行費、外国企業への特許使用料など、
 日本と外国の間で利用される様々なサービス （無形財） に関する収支

第１次
所得収支

 外国企業への貸付けに伴う利子収入、投資先の外国企業からの配当金など、
 対外金融債権 ・ 債務によって発生する利子や配当金に関する収支

第２次
所得収支

 外国人労働者による本国への仕送り、外国政府やＮＧＯへの無償援助など、
 対価を伴わない金銭 ・ 財物 ・ サービスなどの移転や譲渡に関する収支

 外国企業の買収、為替相場安定のために使用される政府の外貨準備高など、
 対外金融債権 ・ 債務の発生や移動に関する取引の収支

 途上国への道路や橋などの無償インフラ支援、有償債務の免除などの収支

①
経
常
収
支

②金融収支

③資本移転等収支

 
 

 
 

 経常収支は、国家が収入の中で支出を賄えているかを示す指標 

 

 経常収支が黒字 → 将来に向けて貯金を積み増している状態 

 経常収支が赤字 → 貯金を減らしたり、借金が増えている状態 

経常収支は対外国との日本の家計簿  
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２０２３年の経常収支、約２０．６兆円の黒字 



 

２．経常収支と化石燃料の輸入  

昨年の経常収支は約２０．６兆円の黒字、貿易収支は約６．６兆円の赤字、 

前年に比べて、経常黒字は大きく拡大、貿易赤字は大きく縮小したものの、 

円安や原油 ・ 原料高で巨額の貿易赤字が続き、さらなる輸入対策が重要。 

 

≪ ２０２３年  経常収支の内訳  （ △ ： 黒字  ▼ ： 赤字 ） ≫ 
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原油や化石燃料などの年間輸入額（２０１４～２３年）

 

輸出・受取 輸入・支払 差引と前年との比較

経常収支 １８９．２兆円 １６８．５兆円 △２０．６兆円 （前年比 ＋９．９兆円）

貿易収支 １００．３兆円 １０６．９兆円 ▼６．６兆円 （前年比 ＋１１．４兆円）

サービス収支 ２８．８兆円 ３２．０兆円 ▼３．２兆円 （前年比 ＋３．２兆円）

第１次所得収支 ５５．７兆円 ２１．１兆円 △３４．６兆円 （前年比 ＋０．１兆円）

第２次所得収支 ４．５兆円 ８．６兆円 ▼４．１兆円 （前年比 －１．６兆円）
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日本の経常黒字額の推移（２０１４～２３年）

円安の進行、米国シェール石油の増産、コロナ禍の経済停滞、 

ロシアのウクライナ侵略など、様々な要因で輸入額は変動する 


